












































り組みへと対象を広げ， 第 7回目（平成 10）・ 第 8回目（平成 20）へと継続させている。
「人」への着目は変わらないものの，教育や文化の「こと」を導き出すには，具体化す
る「もの」だけでは関係が見えにくくなる傾向もある。


















































































































































































（つかむ） （調べる） （まとめる） （活かす）
見つける → つかむ → 求める → まとめる → 深める・広げる・使う


































































（3） 文部科学省「学習指導要領解説　社会編」東洋館出版社  pp62-66
（4）  玉川用水の実践例としては，







（5） 平成 26年版　東京書籍社会科 3．4年下 pp104-123
（6） 浅川清栄「諏訪の農業用水と坂本養川」1996年　又，教科書では，
 平成 22年版　東京書籍社会科 3．4年下 pp84-105に扱われている。
（7） 平成 26年版　東京書籍社会科 3．4年下 pp122-123
（8） 平成 26年版　東京書籍社会科 3．4年下 pp124-125
（9） 平成 26年版　東京書籍社会科 3．4年下 pp126-127
（10） 千葉昇「教材構造化論の新展開―教材の構造化から学習材の構造化へ―」2015年　国士舘人
文学第 5号　pp19-39
（11） 千葉昇「学習指導案の構成」2019年　国士舘大学初等教育論集第 20号 pp68-87
（12） 笠聡一郎「水利問題に着目した「開発単元」の教材化」2005年全国社会科教育学会「社会科
教育論叢第」44集 pp15-19
